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写真2は、奈良・平安時代のお墓(火葬墓)から出土した鉄板と骨蔵器で、 被のー部カ句寸いたままの釘も一緒に見つかリました。この
おさ う

ことから、骨蔵器は木の箱に納められ、鉄板をその箱の上に置いて埋められたと考えられます。鉄板のおよその大きさは、長さ25an、幅� 

9an、厚さO.5anです。
と う曹 ぼしばいちけん

では、この鉄板は何なのでしょうか。お墓に板状のものが一緒に埋められている例として、陶器や金属の板で作られた墓誌や買地券といっ
もと

たものがあります。これらは古代中国の思想に基づく習慣で、墓誌はその人の生前の経歴などカ宅書かれたもの、買地券はあの世の神様から墓

地を買い取ったことを記したものです。
すみ

踊ケ作遺跡出土の鉄板からは、今のところ文字や記号は確認されていませんが、墨などてe文字カ嘗かれていたのではないかと考えられます。
モでがうらしらいづか

県内の奈良・平安時代のお墓から、墓誌や買地券カ」緒に出土したのは大変診しく、袖ケ浦市雷塚遺跡など、ほんの数例しかありません。

かめ っき

骨蔵器は、斐に杯でフタをした状態で出土し、中に遺

骨が納められていました。火葬墓は、県内では市原市から富津市

に力、けての東京湾地域に集中しています。
背景:掘立柱建物(倉庫)

のイメージ画

縄文時代中期の竪穴住居跡

縄文時代中期の大きな穴

ー 奈良~平安時代初期の掘立性建物跡

奈良~平安時代初期の竪穴住匡跡

っき

企「三倉jと書力、れた土器(杯)。この文字資料は、竪穴住居跡からも出土しています。� 

•• 
整然と並ぷ掘立柱建物跡(円形の穴は、

柱を建てた穴の跡で、それを結んだ緯は、

建物� 1棟分の範囲を表しています。建物跡

が重なっているのは、� 2・3回建て替えが

あったことを物語っています。)

am
遺跡力溌掘調査されるきっかけは、住宅地の開発、高速道路や鉄道

の建設など様々です。ここで紹介する飯郷作遺跡は佐倉市にあり、

県立佐倉西高等学校を新設するのに先立って、昭和51年から52年に

かけて調査力守すわれました。
いんぱぬま

遺跡は印描沼を北に望む、入り組んだ台地の上にあります。弥生時
けん ほったてばしらたてもの圭うと とう

代力、ら奈良・平安時代までの住居跡109軒、掘立柱建物跡6棟のほか、
ぜんぽ云土うほうふん き ほうふん

古墳時代前半� (4世紀)の前方後方墳2墓、方墳4墓、方形周溝墓*� 

23墓が発見されました。このうち前方後方墳� 1墓、方墳2墓、方形周

溝墓5基(写真� 1・2)は、比較的短い聞に、連続して造られており、
まわ みぞ

墓の周リを取り巻く溝の一部を共有していることがわかリました。

弥生時代から続く墓の様式である方形周溝墓と、古墳時代に新し

く広まった前方後方墳と方墳が、このようにひとまとまりになって
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校舎(左上)。
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発見されたのは、当時、全国でも珍しく、弥生時代から古墳時代に
と

かけて、この地域がどのように変化したのかを解き聞かす上での、

貴重な資料となリました。このため、発見された古墳群の一部を整

備して保存することに右り、校舎はこれらを避
さ

けて建設されました

(写真3)。

保存された古墳群(南方後方墳� 1墓、方墳2墓、方形周溝墓5墓)

は、昭和54年に県の史跡に指定され、学校での生きた歴史学習の場

として活用されていますコ**

方形周溝墓について t ~、「方墳J としてとらえる考え方もあります。* 
**見学をご希望される埼合は、事前に学校に連絡していただきたいとのこ

とです。なお、遺跡の資料は、県立房総風土記の丘(栄町)で保管され、

学校にも一部展示されています。� 

竪穴住居跡

弥生時代� 

.古墳時代前期� 

.古墳時代後期

平安時代

掘立柱建物跡 ー
保存された古墳群.

つ津

奈良時代
にもなります。)約2300年前

写真2 調査中の古墳群(中央)と建設中の 写真3 保存整備された古墳群。写翼 1とほ� 
lま同じ位置から撮影

(写真提供:県立房制E土記の丘/北から撮影)� (平成13年10月撮影/協力 県立佐窟西高等学校)

時 代;ヒ縄代時器石H

(注lF!本のIH石器時代の始まりについては、班長、同検討されていますまよって、 約12000年前(この表は、100年を5mmてー表現しであります。したがって、縄文時代は約50cm
本紙では、新たな見解が発表されるまで、年代の記事置を中 1.1二~ >たしますc
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